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11
月
3
日
、
国
会
周
辺
の
3
カ

所
に
分
か
れ
、
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
な
ど
の
主
催
で
憲
法
大

行
動
が
行
な
わ
れ
、
4
2
0
0
人

（
東
京
土
建
は
1
7
6
人
）
が
参

集
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
藤
本
泰
成

さ
ん（
総
が
か
り
行
動
共
同
代
表
）

が
挨
拶
。
「
今
朝
、
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発

令
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
、
発
射

の
背
景
に
米
韓
日
の
共
同
軍
事
演

習
が
あ
る
こ
と
に
は
触
れ
ず
、
国

民
に
恐
怖
を
あ
お
り
軍
備
増
強
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
軍
事
で

平
和
は
守
れ
な
い
。
外
交
的
努
力

を
要
求
し
よ
う
」
な
ど
と
話
し
ま

し
た
。

福
島
瑞
穂
（
社
民
）
、
水
岡
俊

一（
立
民
）、
田
村
智
子（
共
産
）、

櫛
渕
万
里
（
れ
い
わ
）
の
国
会
議

員
が
連
帯
の
ス
ピ
ー
チ
。
市
民
か

ら
3
人
が
発
言
。
永
山
茂
樹
東
海

大
学
教
授
は
、
安
保
関
連
3
文
書

で
盛
り
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
3
つ

の
こ
と
（
大
軍
拡
予
算
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
、
南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ

イ
ル
配
備
）
の
重
大
さ
に
つ
い
て

指
摘
し
ま
し
た
。

高
田
健
さ
ん
（
総
が
か
り
行
動

共
同
代
表
）
が
11
月
30
日
に
予
定

す
る
日
比
谷
野
音
で
の
緊
急
集
会

へ
の
参
加
を
行
動
提
起
で
強
調
し

ま
し
た
。

東
京
土
建
の
参
加
者
は
国
会
図

書
館
前
で
「
憲
法
を
守
れ
」
な
ど

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ

ま
し
た
。

国会正門前の集会であいさつする藤本さんリレートークするＦＦＦのメンバー

11
月
6
日
か
ら
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
27
回
締
結
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
）
が
エ
ジ
プ
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
11
月
4
日
、
気
候
危
機
を
止

め
よ
う
と
若
者
を
中
心
に
立
ち
上

が
っ
て
い
る
フ
ラ
イ
デ
ー
・
フ
ォ

ー
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
（
Ｆ
Ｆ
Ｆ
）

の
メ
ン
バ
ー
が
新
宿
駅
南
口
で
宣

伝
を
行
な
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
若
者
は
マ
イ
ク
を
握

り
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ

27
を
よ
り
中
身
の
あ
る
も
の
に
す

る
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

周
囲
の
人
と
気
候
変
動
に
つ
い
て

話
し
た
り
、
政
策
決
定
者
や
企
業

に
意
見
を
伝
え
て
い
こ
う
」
「
環

境
問
題
は
考
え
方
の
違
い
を
越
え

て
、
地
球
を
守
っ
て
い
く
団
結
力

が
あ
る
と
思
う
。
影
響
は
社
会
的

弱
者
に
集
中
し
て
い
る
」
「
メ
デ

ィ
ア
は
も
っ
と
気
候
変
動
の
深
刻

さ
を
報
道
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

訴
え
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
地
評
で
は
Ｆ
Ｆ
Ｆ

の
メ
ン
バ
ー
を
招
き
学
習
会
を
行

な
っ
た
つ
な
が
り
か
ら
、
井
澤
智

事
務
局
長
ら
3
人
が
ボ
ー
ド
を
掲

げ
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
参
加
し

ま
し
た
。

10
月
25
日
、
国
会
議
員
会
館
で

「
な
く
せ
じ
ん
肺
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
の
行
動
の
一
環
と
し
て
「
建

物
改
修
解
体
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
じ
ん
肺
弁
護
団
連
絡
会
議

の
鈴
木
豪
事
務
局
長
が
4
人
の
パ

ネ
ラ
ー
を
紹
介
し
た
後
、
①
「
解

体
工
事
現
場
の
事
前
調
査
と
状

況
」
②
「
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
を
め

ぐ
る
最
近
の
国
際
動
向
」
③
「
石

綿
関
連
法
規
改
正
と
今
後
」
④

「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
自
治
体
条

例
と
補
助
制
度
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
各
氏
が
発
言
。
東
京
土
建
の
川

口
敏
彦
労
働
対
策
部
長
は
①
で
、

事
前
調
査
で
は
正
確
な
知
識
と
経

験
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
調

し
、
石
膏
ボ
ー
ド
、
仕
上
げ
塗
装

剤
、
吹
き
付
け
材
な
ど
建
材
別
の

写
真
資
料
を
示
し
な
が
ら
実
際
の

作
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
全
国
連

絡
会
の
清
水
謙
一
事
務
局
長
が
ま

と
め
の
発
言
。
「
4
人
の
発
言
を

聞
く
と
、
国
は
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

を
日
本
か
ら
一
掃
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
き
わ
め
て
疑
問
だ
。

規
制
も
欧
米
に
比
べ
れ
ば
30
年
遅

れ
、
そ
し
て
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
社

会
を
作
る
こ
と
で
も
20
、
30
年
遅

れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
21
世

紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
被
害
が
残

る
唯
一
の
先
進
国
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
関
係
す
る
団
体
、
個
人
で

大
き
な
連
帯
の
輪
を
作
り
な
が

ら
、
国
に
総
合
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
を
求
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

10
月
13
日
、
河
野
太
郎
デ
ジ
タ

ル
相
は
記
者
会
見
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、
カ
ー
ド
）

と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
を
前
倒

し
す
る
た
め
に
「
2
0
2
4
年
度

秋
に
現
在
の
健
康
保
険
証
の
廃
止

を
め
ざ
す
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
政
府
方
針
は
、
国
会
審
議

も
せ
ず
国
民
の
不
安
を
無
視
し

た
、き
わ
め
て
強
権
的
な
も
の
で
、

事
実
上
の
カ
ー
ド
取
得
の
強
制
で

す
。
カ
ー
ド
に
対
し
て
は
、
指
紋

の
1
0
0
0
倍
と
も
い
わ
れ
る
本

人
識
別
機
能
を
持
つ
顔
認
証
デ
ー

タ
を
行
政
機
関
が
網
羅
的
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
の
危
険
性
、
医
療
機
関
で
は

シ
ス
テ
ム
構
築
の
強
制
に
も
な

り
、
負
担
増
で
の
混
乱
も
予
想
さ

れ
、
専
門
家
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
が
加
入
す
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
反
対
連
絡
会
は
反
対

世
論
を
広
げ
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト

署
名
を
開
設
し
ま
し
た
。
署
名
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

講演する川口さん

11
月
4
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
・
東
京
2
陣
第
6
回

期
日
が
東
京
高
裁
1
0
1
号
法
廷

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
被

告
企
業
の
寄
与
度
（
責
任
の
割

合
）
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
被
告
企
業
ノ
ザ
ワ
の
テ
ー
リ

ン
グ
（
モ
ル
タ
ル
薄
塗
り
用
の
混

和
剤
）
の
実
験
に
関
す
る
反
論
に

関
し
て
準
備
書
面
を
提
出
し
、
弁

論
を
行
な
い
ま
し
た
。

開
廷
前
の
高
裁
前
集
会
で
、
原

告
で
左
官
工
の
吉
田
重
男
さ
ん

（
村
山
大
和
）
は
ノ
ザ
ワ
の
テ
ー

リ
ン
グ
を
使
用
し
被
害
を
受
け
た

こ
と
を
話
し
、
被
告
企

業
の
謝
罪
と
補
償
基
金

へ
の
参
加
を
き
び
し
く

求
め
て
い
く
と
発
言
し

ま
し
た
。

2
陣
担
当
裁
判
長
が

交
代
し
た
こ
と
も
あ

り
、
71
席
の
傍
聴
席
を

原
告
、
支
援
組
合
の
参

加
者
で
埋
め
尽
く
す
一

方
で
、
入
廷
し
な
か
っ

た
参
加
者
は
国
会
議
員

会
館
で
院
内
集
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
統
一
本

部
を
代
表
し
て
川
口
敏
彦
幹
事

（
東
京
土
建
常
任
中
執
）
は
、

「
昨
年
の
最
高
裁
判
決
以
降
、
和

解
は
一
定
進
ん
で
い
る
一
方
、
被

告
企
業
は
謝
罪
も
賠
償
も
十
分
で

な
い
。
11
、
12
月
に
は
7
回
の
期

日
が
組
ま
れ
て
い
る
。
被
告
企
業

に
勝
ち
切
っ
て
い
く
た
め
に
運
動

を
強
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
で
訴

え
ま
し
た
。
集
会
の
最
後
に
、
清

水
謙
一
全
国
連
絡
会
事
務
局
長

は
、
「
被
告
企
業
と
の
た
た
か
い

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
べ
く
、
大

宣
伝
を
行
な
っ
て
い
く
」
な
ど
と

行
動
提
起
し
ま
し
た
。

「劇団・関東地協」が熱演

11
月
2
日
、
全
建
総
連
関
東
地

方
協
議
会
連
絡
会
（
以
下
、
連
絡

会
）
で
専
従
書
記
向
け
の
不
払
い

問
題
を
建
設
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催

し
、
リ
モ
ー
ト
も
含
め
8
県
連
組

合
88
人
（
東
京
土
建
は
25
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

長
谷
部
康
幸
全
建
総
連
賃
金
対

策
部
長
の
挨
拶
の
後
、
連
絡
会
事

務
局
の
佐
藤
幸
樹
書
記
（
埼
玉
土

建
）
が
「
不
払
い
の
手
引
き
」
に

つ
い
て
説
明
。
「
聞
き
取
り
の
ポ

イ
ン
ト
」「
要
点
の
整
理
」「
対
応

の
選
択
」
等
々
の
実
務
的
な
こ
と

を
説
明
し
な
が
ら
、
組
織
的
な
対

応
の
原
則
で
あ
り
、
当
事
者
の
自

覚
を
促
し
、
個
別
事
案
へ
の
対
応

と
共
に
日
頃
か
ら
組
合
内
に
「
不

払
い
10
カ
条
」
の
周
知
、
徹
底
が

重
要
で
あ
る
と
、
話
し
ま
し
た
。

佐
藤
正
雄
書
記
（
東
京
土
建
）

他
3
人
に
よ
る
最
近
の
事
例
報
告

後
に
、
『
劇
団
・
関
東
地
協
』
の

皆
さ
ん
の
「
不
払
い
対
応
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
（
寸
劇
）」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
寸
劇
を
見

な
が
ら
、
不
払
い
相
談
カ
ー
ド
を

記
入
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

東
京
土
建
で
は
、
賃
金
・
工
事

代
金
の
不
払
い
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。困
っ
た
ら
、所
属
支
部

事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高裁前でシュプレヒコールする原告ら

憲
法
大
行
動
に
４
２
０
０
人
参
集

困ったらすぐ組合へ
不払い問題で学習会開催

軍
事
で
平
和
は
守
れ
な
い

軍
事
で
平
和
は
守
れ
な
い

アスベスト

改
修
解
体
で
シ
ン
ポ

国
に
総
合
的
対
策
を
求
め
る

アスベスト
東
京
２
陣
６
期
日
が
開
廷

企
業
に
勝
ち
き
ろ
う

COP２７に合わせ若者が街宣

止めよう気候危機

マ
イ
ナ
保
険
証
の
撤
回
を
求
め
る

ネ
ッ
ト
署
名
に
協
力
を


